
 

 

 

 

令和４年度 

 

自己点検・評価報告書 

 
富山情報ビジネス専門学校 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年５月 
  



p. 2 
 

自己点検・評価報告書 

 

この自己点検・評価報告書は富山情報ビジネス専門学校の 2022年度の自己点検・評

価活動の結果を記したものである。 
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評価結果 

S:達成度がきわめて高い 
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【urayama philosophy】 

 
建学の精神・教育理念・教育目標・方針・行動規範 

 

 

 

 

【建学の精神（Ethos）】 

１ 質実明朗 

１ 知行合一 

 

 

【教育理念（Mission）】 

質実明朗な人格形成および知行合一な人材養成 

 

【教育の理想（Vison）】 

『地学一体による地域課題解決拠点』としての教育・研究機関 

 

【行動規範（Value）】 

私たちは、エルビー羅針盤思考を軸に新しいフィールドへ踏み出す積極的な姿勢を持って行動する。 

 

 
Learning（よりよく学び） 

Behavior（よりよく振る舞い） 

Compassion（常に思いやりをもって） 

Aspiration（より高い抱負で） 
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中項目１－１ 

教育理念・目的・人材育成像 

小項目 指 標 結 果 

1-1-1 教育理念・目的・人材育成像は定められているか A 

1-1-2 学校における職業教育の特色は何か B 

1-1-3 社会のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか A 

 

 

 

基準１ 【総括】 

 

 

 

 

 

 

基準１ 【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準１ 【今後の取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

     基準 １ 教育理念・目的・人材育成像 

urayama philosophy（建学の精神、教育理念、教育の理想、行動規範）を学内で常に共有してい

る。教職員はこれを毎日の朝礼で唱和し、学生に向けては各教室に掲示している。また、Web、カ

レッジガイド等により校外へも発信している。 

 

 

非常勤講師には毎年講師会にて本校の取り組みを説明しているが、今後さらに urayama philosophy

（建学の精神、教育理念、方針、教育目標、行動規範）や、各学科の人材育成像を共有する機会を

増やしていく。職業教育の特色については学修成果の可視化、UMP を使用したキャリア支援等の

取り組みを学外に多く周知していく必要がある。 

Web 上でもこれまで同様に明示し、学生・保護者へ積極的に浸透を図り、会議等で周知を徹底す

る。非常勤講師に対しても毎年の講師会だけでなく各学科教員と定期的にヒアリングする機会を設

け、目指す人材やカリキュラムについて検討する。また、職業教育の取り組みについても Web を活

用し、学生・保護者・関連業界等への浸透を促進していく。 
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中項目２－１ 

運営方針／事業計画／運営組織／人事・給与制度／意思決定システム／情報システム 

小項目 指 標 結 果 

２-1-１ 目的等に沿った運営方針が策定されているか A 

２-1-２ 事業計画に沿った運営方針が策定されているか A 

２-1-３ 運営組織や意思決定機能は規則等において明確にされているか A 

２-1-４ 人事・給与に関する制度は整備されているか A 

２-1-５ 教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されてい

るか 

A 

２-1-６ 情報システム化等による業務の効率化が図れているか A 

 

 

 

基準２ 【総括】 

 

 

 

 

基準２ 【課題】 

 

 

 

基準２ 【今後の取り組み】 

 
 

 

     基準 ２ 学校運営 

GoogleWorkSpacesの導入が完了した。 

各教職員がグループウェアとして活用出来ている 

 

 

 

 導入がスムーズに出来たものの、運用面やセキュリティ面がまだ脆弱な所がある。 

 

まずは運用面やセキュリティ面の課題を洗い出し、優先順位をつける所から実施する。 
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中項目３－１ 

目標の設定／教育方法・評価／成績評価・単位認定／資格・免許の指導体制／教員・教員組織 

小項目 指 標 結 果 

３-1-１ 教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されて

いるか 

A 

３-1-２ 学科等のカリキュラムは体系的に構成されているか B 

３-1-３ 成績評価・単位認定の基準は明確になっているか A 

３-1-４ 資格試験の指導体制、カリキュラムの中で体系的な位置づけは

あるか 

A 

３-1-５ 人材育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員

を確保しているか 

B 

 

基準３ 【総括】 

 

 

 

 

 

 

 

基準３ 【課題】 

 

 

 

基準３ 【今後の取り組み】 

 

 

 

 

     基準 ３ 教育活動 

「カリキュラム策定方針」のなかに、教育理念と方針に沿った教育目標を軸とした、学校の目指す方

向性を明確化し、カリキュラム作成をおこなった。成績評価・単位認定の基準は、学則、シラバスに

明記しており、情報公開もしている。資格試験の指導体制は、学習が遅れている学生に対して、ラ

ーニングセンターの活用を開始した。 

 

 

 

毎年見直しをおこなう必要がある。 

教育課程編成委員会、学校関係者評価委員会、学生のインターンシップ先、就職先企業などから

の意見を次年度カリキュラム作成に反映させる。資格試験の指導体制においては、合格率とラーニ

ングセンターの活用の関係性を継続的に注視し、改善をはかる。 
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中項目４－１ 

就職率／資格・免許の取得率／卒業生の社会的評価 

小項目 指 標 結 果 

４-1-１ 就職率の向上が図られているか B 

４-1-２ 資格取得率の向上が図られているか B 

４-1-３ 卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか B 

 

基準４ 【総括】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準４ 【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準４ 【今後の取り組み】 

 

 

 

 

 

 

     基準 ４ 学修成果 

「就職率向上」については、12 月内定率 100％達成という明確な目標に向かって就職支援を行ってきた

が、将来への迷いややりたいことが見つからない等、動きが鈍い学生も後半多く、12 月内定率 100％は

叶わなかった。また、資格取得については、目標合格率以上の結果を残すことができた検定もあるが、

各学科・専攻における重要検定について課題が残る結果となった。 

卒業生の活躍に関しては、OC にて卒業生の活躍を伝える企画やカレッジガイドの企業インタビュー

を通して把握している。また、在校生の活躍は新聞や学科からの報告を通して表彰や HP掲載での情報

共有を行っている。今後、専門学校をアピールする上で、今後は学んできたことが仕事につながる「専

門就職」「主要検定合格」を意識した活動支援を行っていく。 

 

 

 

 
12月に 100%の内定率を達成するには、それまでの過程でどれほどのペースで内定を獲得し、進路決定

をしていかなければならないかの検討が不十分であった。また、インターナショナルの就活サポートにつ

いて、就活ルールを守ることや自分事として取り組ませること等、サポートする側において“12 月内定に

つなげる”という意識と行動が求められる。今後、学生募集については「専門就職率をあげる」「主要検

定の合格率を高める」ことで、高校生（高校）からの信頼獲得につながる、入学者増につながるため、そ

れらのことを意識した活動支援を行う。 

2023 年度は 9 月 80%、10 月 90%、12 月 100%の目標を達成する為、学科ごとに毎月の内定率を定めた

ので、毎月の目標を達成できるよう意識して就職活動支援を行う。また、専門就職率向上が入学者増に

つながることを意識した就活支援として、専門就職増にむけて「専門求人数を増やす」、「企業連携を通

し学生の教育効果を高める」、「他校にはない当校の学生の強みを理解いただき、当校の学生を選んで

いただけるような取り組み実施を広く周知」していく。 

資格取得の取組みとして、特に、目標合格率未達の検定については、授業や対策・教員の見直し、ラー

ニングセンターでの個別対応等実施していく。 
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中項目５－１ 

就職等進路／中途退学への対応／学生相談／学校生活／保護者との連携／卒業生・社会人 

小項目 指 標 結 果 

５-1-１ 進路・就職に関する支援体制は整備されているか A 

５-1-２ 学生相談に関する体制は整備されているか（中途退学含む） B 

５-1-３ 学生の生活環境への支援は行われているか B 

５-1-４ 保護者と適切に連携しているか A 

５-1-５ 卒業生への支援体制はあるか B 

 

 

基準５ 【総括】 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準５ 【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     基準 ５ 学生支援 

「中途退学への対応／学生相談／学校生活／保護者との連携」については、一次対応をアドバイ

ザとしている。また、相談内容に応じてアドバイザが判断し、適した部署への相談を展開している。

進路・就職に関する支援体制としては、企画推進部と教務が連携し、学科ごとの就職会議を定期的

に開催し、情報共有を図りながら、学生に合わせた個別支援、採用試験対策を行っている。「卒業

生・社会人」は窓口担当が一次対応をおこない、適切な担当者へ展開している。保護者との連携に

ついては、年間 3回、懇談会を実施して連携している。 

就職活動の早期化がますます早まり、1 年生の夏季に参加するインターンシップが、採用担当者と

学生の強いつながりを築く採用試験に近い位置づけとなっているが、参加までに指導や業界・企業

研究を行う期間が短く、学生の意識や行動に差異が生じているように感じる。今後、インターンシッ

プ事前授業等、参加にあたっての事前準備・指導を行う必要がある。卒業生アンケートを実施し離

職率の集計を行っているが母校としてのフォローがなく、今後検討が必要。 
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基準５ 【今後の取り組み】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中項目６－１ 

施設・設備等／学外実習・インターンシップ等／防災・安全管理 

小項目 指 標 結 果 

６-1-１ 施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備して

いるか 

B 

６-1-２ 学内外の実習施設、インターンシップについて十分な教育体制

を整備しているか 

B 

６-1-３ 防災に対する体制は整備しているか B 

 

 

基準６ 【総括】 

 

 

 

 

 

 

基準６ 【課題】 

 

 

 

 

 

 

基準６ 【今後の取り組み】 

 

 

入学して間もない学生たちが、しっかりインターンシップの重要性や就職活動の早期化を理解し、対

応できるように就職支援の授業も早期対策を意識して行っていく。 

また、保護者との連携については、的確なタイミングで個別面談を実施することが、状況にあった学

生指導につながる。また、この対応は、休退学防止にもつながるため、引き続き「家庭」と「当校」の

関係を密に活動支援・生活支援を行っていく。 

     基準 ６ 教育環境 

専攻ごとのインターンシップは充実した内容になっており、学生の満足度が高い。 

 

 

 

 

 

 
各専攻の動きについてあまり情報共有されていない。 

 

インターンシップの事前・事後教育や成果について、内外に発信し広く周知していく。 
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中項目７－１ 

学生募集活動／入学選考／学納金 

小項目 指 標 結 果 

７-1-１ 学生募集は適正に行われているか C 

７-1-２ 学生募集において、資格取得・就職状況等の情報は正確に伝え

られているか 

A 

７-1-３ 学生納付金は妥当なものになっているか A 

 

基準７ 【総括】 

 

 

 

 

 

 

 

基準７ 【課題】 

 

 

 

 

 

 

基準７ 【今後の取り組み】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     基準 ７ 学生募集 

入学生目標 230 名(インター、日本語含む)のところ、入学者数 176 名となった。診療情報管理士研究科

以外の全学科において目標数を下回る入学生数となった。前年度に引き続き、2022 年度新設の建築の

建築・デザイン学科・空間情報専攻においては入学生 0名、公務員学科は 4名となり、入学者数の増加

を果たすことができなかった。資格取得・就職状況等の情報についてはカレッジガイド・HP への記載や、

OC・個別相談・ガイダンス等で教員から OC 参加に直接又企画推進部から OC 参加者・高校の先生方

等に説明している。 

 

 

 

 

 

募集状況が芳しくない学科・専攻毎の戦略計画と取組み。また 18 才人口が減少する中、いかに大学・

短大、専門学校等他校と差別化するか、早期に来校させるか→出願につなげるかが課題である。また、

今後、早期囲い込みという点で 1，2年生にむけた広報・来校につながる活動も行なう。今後の学生募集

は早期化・長期化の動き、さらに既卒・社会人も視野に入れた営業・広報活動を行う。 

■早期からの囲い込みといった点で、総合型選抜のエントリー期間を 7 月と 8 月の 2 回にわけ、 

より早い段階で志望校として選ばれるよう務める。 

■OCについて、下記の施策を行う。 

・当校の特色を活かした広報戦略の推進。 （学修成果の可視化、地域連携、非認知能力の育成） 

・年間を通し、定期的に 60minOC（個別相談）を開催。 

・教員や学生スタッフとのコミュニケーションタイムを設け、参加者 1 人 1 人と触れ合う時間 

をつくる。 

■SNS にて、各学科の特色・授業の配信や学校生活などの情報発信を行い、外と繋がる SNS づ 

くりを行ない、そこからの来校につなげる。 
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中項目８－１ 

財務基盤／予算・収支計画／監査／財務情報の公開 

小項目 指 標 結 果 

８-1-１ 中長期的に学校の財務基盤は安定しているか B 

８-1-２ 予算・収支計画は有効かつ妥当なものになっているか B 

８-1-３ 会計監査が適正に行われているか A 

８-1-４ 財務情報公開の体制整備はできているか B 

 

基準８ 【総括】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準８ 【課題】 

 

 

 

 

 

 

基準８ 【今後の取り組み】 

 

 

 

 

     基準 ８ 財務 

事業活動収支の当年度収支差額は、過去 3 年間の支出超過から脱し収入が上回る結果とな

った。学生数に応じた予算編成を行い、支出については理事会で承認された予算および事

業計画に基づいて執行されており、資産運用規定により安全第一に運用すべき期間および

金額に十分な見通しを立て、資金繰りに影響がないよう適切に管理している。教育研究経

費は、経常収入に対して３７．６％を超えており現時点で教育研究活動の維持・発展への

影響はない。入学定員および収容定員充足率は、専門学校９学科のうち、情報システム学科、

建築・デザイン学科、Web クリエイター学科、医療事務学科、診療情報管理士研究科、以外は、大

きく定員を下回っている状況にある。 

 

 

収容定員充足率に相応した財務体制を維持するため学科専攻毎に少子化の進展に対応でき

る財務体質の強化に努め、予算の厳正な執行管理及び健全な予算計画の策定を行う必要が

ある。定員割れは、最重要課題である。学科専攻ごとの適切な定員管理とそれに見合う経

費のバランスが課題である。 

 

財務については学生募集状況に応じた予算編成を徹底し、収支差額を収入の 10％を維持で

きるよう運用していく。また、各学科のカリキュラムを見直し、非常勤人件費を精査して

いく。業務に関しては税理士事務所とのヒアリングを通して今後も正確な予算管理を継続

し、会計処理方法を変更し担当者の負担軽減と業務効率化を図っていく。 
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中項目９－１ 

関係法令、設置基準の遵守／個人情報保護／学校評価／教育情報の公開 

小項目 指 標 結 果 

９-1-１ 法令、設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか A 

９-1-２ 個人情報に関しその保護のための対策が執られているか B 

９-1-３ 自己評価の実施と問題点の改善に努めているか B 

９-1-４ 自己評価結果を公表しているか A 

 

 

基準９ 【総括】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準９ 【課題】 

 

 

 

 

 

基準９ 【今後の取り組み】 

 

 

 

 

 

     基準 ９ 法令遵守 

・学校教育法及び専修学校設置基準等、関係法令や学内規定をなどを遵守して学校運営を行っ

ている。 

・個人情報の取り扱いについて、鍵のかかる場所へ保管することや、取扱担当者を決め、担当者の

みがデータをみれるよう設定するなど対策に努めている 

・毎年自己点検・評価を行い、学内で課題を抽出し改善に努めている。 

・自己点検・評価の結果を学校関係者評価委員会にて報告し、HPにも掲載している。 

 

 

 

 

引き続き、教職員に対して法令遵守、個人情報の取り扱いに関する意識付けをしていく必要があ

る。自己点検の結果に基づいて課題改善に努める。 

 

法令の遵守、個人情報の取り扱いについては、適正な運営を図るために周知徹底を図る。教職員

に対して規定に基づく業務の徹底を図っていく。 
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中項目１０－１ 

社会貢献・地域貢献／ボランティア活動 

小項目 指 標 結 果 

１０-1-１ 学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行って

いるか 

B 

１０‐1-２ 学生のボランティア活動を奨励・支援しているか B 

 

基準１０ 【総括】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準１０ 【課題】 

 

 

 

 

基準１０ 【今後の取り組み】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     基準 １０ 社会貢献・地域貢献 

学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献について、校内に地域共創センターを置き、地

域連携学習と非認知能力向上とを関連づける考え方を教職員間で共有、また、運用においては、スケジ

ュールや課題の情報共有を図りながら地域連携学習を推進した。さらに、そうした地域連携学習をＨＰに

て発信するページを追加するなど、発信力を高めた。 

今後も継続的に、各学科の特色を生かした地域との連携・貢献を展開し、『地学一体』をベースとした

学校教育向上を目指す。 

ボランティア活動については、継続的なボランティア活動等を積極的に行った学生を表彰する仕組みが

ある他、Ｒ４年度より医療事務学科が課外のボランティア活動奨励を開始。24 名の学生が病院、介護老

人保健施設、こども食堂などで月１回～週１回などの頻度で活動。今後、このような活動が学校全体で広

がるための先駆けの事例となっている。 

 

ボランティアを奨励・支援する仕組みが学校全体のレベルになっていない点が改善点である 

 

学生の主体的な挑戦を支援するために、学生のボランティアや、ビジネスコンテストへの参加、地域連携

学習を推奨するなど、学生が活躍できる場面を増やし、そこで挑戦する学生たちの様子を内外に発信す

る機会を増やす。学校や教員が、挑戦する学生を信頼し、レスペクトし、応援する姿勢が学生に伝わるよ

う、明確なメッセージを打ち出す。 
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学生データ（５年分） 

入学定員、入学者数、入学定員充足率、収容定員、在籍者数、収容定員充足率(R1.5.1現在) 

 

 

学科等の名称 事項 
30年

度 

R元 

年度 

R2 

年度 

R3 

年度 

R4 

年度 

高度情報ｼｽﾃﾑ学科 

入学定員 20 － － － － 

入学者数 3 － － － － 

入学定員充足率（％） 15 － － － － 

収容定員 80 60 40 20 － 

在籍者数 27 20 12 4 － 

収容定員充足率（％） 33.8 33.3 30 20 － 

情報システム学科 

入学定員 20 30 30 30 40 

入学者数 25 41 49 67 98 

入学定員充足率（％） 125 136 163 223 245 

収容定員 40 50 60 60 70 

在籍者数 54 64 92 113 160 

収容定員充足率（％） 135 128 153 223 228 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾒﾃﾞｨｱ学科 

入学定員 － － － － － 

入学者数 － － － － － 

入学定員充足率（％） － － － － － 

収容定員 20 －  －  －  －  

在籍者数 5 －  －  －  －  

収容定員充足率（％） 25 －  －  －  －  

モバイルビジネス学科 

入学定員 20 20 20 20 － 

入学者数 9 13 12 14 － 

入学定員充足率（％） 45 65 60 70 － 

     基礎資料 
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収容定員 20 40 40 40 20 

在籍者数 9 22 23 21 13 

収容定員充足率（％） 45 55 57.5 52.5 65 

Web ｸﾘｴｲﾀｰ学科 

入学定員 － － － － 20 

入学者数 － － － － 15 

入学定員充足率（％） － － － － 75 

収容定員 － － － － 20 

在籍者数 － － － － 16 

収容定員充足率（％） － － － － 80 

幼児教育学科 

入学定員 30 － － － － 

入学者数 7 － － － － 

入学定員充足率（％） 23.3 － － － － 

収容定員 60 30 － － － 

在籍者数 24 9 － － － 

収容定員充足率（％） 40 30 － － － 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 

入学定員 － － － － － 

入学者数 － － － － － 

入学定員充足率（％） － － － － － 

収容定員 20 － －  －  －  

在籍者数 4 － －  －  －  

収容定員充足率（％） 20 － －  －  －  

ﾎﾃﾙ・ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ学科 

入学定員 25 30 30 30 20 

入学者数 4 5 2 8 13 

入学定員充足率（％） 16 16 6.6 26.6 65 

収容定員 50 55 60 60 50 

在籍者数 15 9 7 10 21 

収容定員充足率（％） 30 16.4 11.6 16.6 42 
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医療事務学科 

入学定員 30 30 30 30 30 

入学者数 23 27 39 26 39 

入学定員充足率（％） 76.7 90 130 86.6 130 

収容定員 80 60 60 60 60 

在籍者数 43 48 65 66 65 

収容定員充足率（％） 71.7 80 108 110 108 

診療情報管理士 

研究科 

入学定員 20 20 20 20 20 

入学者数 14 14 17 18 21 

入学定員充足率（％） 70 70 85 90 105 

収容定員 20 20 20 20 20 

在籍者数 14 14 17 18 21 

収容定員充足率（％） 70 70 85 90 105 

公務員学科 

入学定員 － － － － 10 

入学者数 － － － － 4 

入学定員充足率（％） － － － － 13.3 

収容定員 － － － － 30 

在籍者数 － － － － 4 

収容定員充足率（％） － － － － 13.3 

ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 

入学定員 20 20 20 20 20 

入学者数 11 25 19 33 8 

入学定員充足率（％） 55 125 95 165 40 

収容定員 40 40       40 40 40 

在籍者数 26 35 42 50 39 

収容定員充足率（％） 65 87.5 105 125 97.5 

日本語学科 

入学定員 75 75 70 70 45 

入学者数 55 75 32 48 72 

入学定員充足率（％） 73.3 100 45.7 68.5 160 

収容定員 120 120 120 120 80 

在籍者数 76 112 103 52 77 
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収容定員充足率（％） 63.3 93.3 85.8 43.3 96.2 

 

 

 

 

 

② 卒業者数（人）            

区分 30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 

高度情報ｼｽﾃﾑ学科 6 8 6 4 － 

情報ｼｽﾃﾑ学科 29 18 40 43 57 

幼児教育学科 14 9 － － － 

ﾓﾊﾞｲﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ学科   －  9 11 7 － 

Web ｸﾘｴｲﾀｰ学科 － － － － 8 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾒﾃﾞｨｱ学科 5 － － － － 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 3 － － － － 

ﾎﾃﾙ・ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ学科 11 4 5 1 8 

医療事務学科 20 20 25 39 25 

診療情報管理士専攻学科 14 14 17 18 21 

公務員学科 － － － － 3 

ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 15 6 19 17 31 

日本語学科 78 33 74 24 6 

計 195 121 197 153 159 

 

③ 退学者数（人） 

区分 30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 

高度情報ｼｽﾃﾑ学科 2 1 2 0 － 

情報ｼｽﾃﾑ学科 －     2 6 9 7 

幼児教育学科 1 0 － － － 

ﾓﾊﾞｲﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 －     2 5 0 2 

Web ｸﾘｴｲﾀｰ学科 － － － － 3 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾒﾃﾞｨｱ学科 － － － － － 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 1  － － － － 

建築・デザイン学科 － － － － 1 
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ﾎﾃﾙ･ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ学科  0 0 1 2 

医療事務学科 2 2 0 1 0 

診療情報管理士専攻

学科 

    0     0 0 0 0 

公務員学科 － － － － 1 

ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ学

科 

－     5 6 1 0 

日本語学科 5 7 5 1 1 

計 11 19 24 13 17 

退学率 3.27% 6.55 6.8 3.2 4.2 

 

④ 休学者数（人） 

区分 30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 

高度情報ｼｽﾃﾑ学科 2 3 0 0 － 

情報ｼｽﾃﾑ学科 3 1 0 1 2 

幼児教育学科 1 0 － － － 

ﾓﾊﾞｲﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 －     0 0 1 0 

Web ｸﾘｴｲﾀｰ学科 － － － － 0 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾒﾃﾞｨｱ学科 － － － － － 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 － － － － － 

建築・デザイン学科 － － － － 0 

ﾎﾃﾙ･ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ学科     0     0 0 0 0 

医療事務学科 3 1 1 0 0 

診療情報管理士専攻学

科 
    0     0 0 0 0 

公務員学科 － － － － 0 

ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ学

科 

  0 0 0 

日本語学科     0     0 0 0 0 

計 9 5 0 2 2 

休学率 2.6% 1.72 0.3 0.6 0.5 
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⑤ 就職者数（人） 

区分 30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 

高度情報ｼｽﾃﾑ学科 5 8 6 4 － 

情報ｼｽﾃﾑ学科 27 12 34 36 51 

ﾓﾊﾞｲﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 －     9 10 6 8 

幼児教育学科 14 7 － － － 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾒﾃﾞｨｱ学科 5 － － － － 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 3 － － － － 

ﾎﾃﾙ･ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ学科 11 4 5 5 8 

医療事務学科 6 3 23 36 24 

診療情報管理士専攻学

科 
13 14 16 17 21 

公務員学科 － － － － 2 

ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ学

科 

12 3 16 15 29 

日本語学科 ０ 3 69 21 6 

計 96 63    

希望者数 98 63 179 136 149 

就職率 97.9% 100% 99.4 99.3 100 

                 ※就職率＝就職内定者数/就職希望 


